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粉砕機の装置内で起こるメカノケミカル反応（MC）を利用して、
未利用資源の有用物質への変換 （アップサイクル）に
取り組んでいます。

技術内容

未利用資源の高付加価値化技術
（未来を拓くメカノケミカル技術）

炭酸カルシウム（CaCO3）には、カルサイト、アラゴナイト、バテライトの3つ
の結晶形があります。私達は石膏（CaSO4・2H2O）から多孔質な球状
バテライト型CaCO3粒子を高効率で合成することに成功しました。

メカノケミカル法により、工業的に価値の高い軽質炭酸カルシウムを
様々な結晶に作り分けができます。

遊星ミルを用いたメカノケミカル反応後、
副生成物であるNa2SO4を水で除去して
得られた粉体のSEM像 

この反応は、鶏卵の殻、廃棄貝殻などの地域に分散する未利用
CaCO3 系廃棄物へ応用できます。

CaSO4・2H2O + Na2CO3
CaCO3 + Na2SO4 + 2H2O

CaCO3 + 2NaOH
Ca（OH）2 + Na2CO3

軽質炭酸カルシウムの合成

消石灰の合成 ※
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石灰から工業的に利用価値が高い
消石灰（Ca（OH）2）を合成できます。

一関高専

円筒容器を高速回転させ、媒体ボールを固定ガイドベーン
で方向を変えることで、運動エネルギーを粉体に付加する

特殊な粉砕機（コンバージミル）

高速回転

固定ガイド
ベーン

ガイドベーンと内壁間のクリアランス
（粉体はクリアランスを通過）

機械的エネルギーにより
誘起される化学反応
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メカノケミカル反応

などの工業的に優れたメリットがあります。

メカノケミカル法は

操作が単純である1

スケールアップが容易である2

固体未利用資源の再資源化に適している3
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